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１．住民アンケート調査 

（1）. 調査概要 

① 調査対象 

市内の全世帯を対象に地域割りをしたうえで無作為抽出した3,000世帯 

② 配布・回収 

配布・回収ともに郵送 

③ 実施時期 

令和 3年８月実施（8月31日回収締切） 

④ 調査内容 

 回答者属性（居住地、年齢、世帯構成、職業、普段の運転の有無等） 

 普段利用する交通手段 

 運転免許の保有状況（運転免許証の有無、返納について、返納した際の懸念事項） 

 普段の外出について（外出先、頻度、交通手段） 

 バスの利用について（備北バス、市営バス、市街地循環バス「ら・くるっと」） 

 公共交通を利用しない理由 

 市営バス・市街地循環バス「ら・くるっと」の満足度 

 新見市の公共交通に関する意見・要望 

⑤ 配布数：3,000件 

⑥ 回収数：1,388件（回収率46.3％） 

⑦ 集計値の留意点・その他： 

 各項目は未回答を含めずに集計。 

 択一回答、限定複数回答設問における規定数以上の回答、対象者限定設問における対象外の

回答は無効として集計。 

 調査結果におけるパーセント表示は、小数点第2位以下を四捨五入しているため、合計値は

必ずしも100％とならない。 
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（2）. 調査結果 

① 回答者の属性 

 回答者の67.9%が男性で、77.3%が 60歳代以上である。 

 20.8%の人が自動車・バイクをどちらも運転しないと回答しており、32.6%の人が気兼ねなく

送迎を頼める人がいないと回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 普段のお出かけの交通手段 

 全ての中学校区で「自分で運転する車」の割合が最も高く、次に「家族・知人が運転する車」

の割合が高い。 

 新見第一の「タクシー」、神郷の「市営バス」「鉄道」、哲西の「鉄道」の割合が、他の中学校区

と比較して高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体

(n=1383)

新見第一

(n=513)

新見南

(n=303)

大佐

(n=138)

神郷

(n=100)

哲多

(n=154)

哲西

(n=154)

自分で運転する車 74.5% 72.9% 79.5% 76.8% 72.0% 73.4% 76.6%

家族・知人が運転する車 43.5% 43.5% 42.2% 44.9% 46.0% 49.4% 39.6%

バイク（原付を含む） 4.6% 4.7% 4.6% 2.9% 4.0% 8.4% 2.6%

自転車 10.6% 17.7% 6.9% 5.1% 8.0% 5.8% 7.1%

シニアカー（１人乗り電動車） 1.3% 1.2% 1.7% 0.7% 0.0% 0.6% 3.2%

備北バス（路線バス） 11.8% 13.5% 10.9% 7.2% 9.0% 9.7% 11.7%

市営バス（路線バス） 6.9% 5.7% 3.3% 4.3% 20.0% 8.4% 8.4%

市街地循環バス「ら・くるっと」 8.2% 13.5% 9.2% 0.7% 5.0% 3.2% 1.9%

ふれあいバス 1.7% 1.0% 1.0% 0.7% 0.0% 6.5% 1.9%

タクシー 13.1% 20.1% 8.3% 5.1% 11.0% 11.7% 9.7%

鉄道（JR） 12.2% 10.1% 9.9% 12.3% 24.0% 2.6% 26.0%

福祉タクシー 0.5% 0.2% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9%

福祉移送サービス 0.6% 0.6% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9%

高齢者福祉施設等の送迎車 2.9% 1.4% 3.3% 4.3% 4.0% 1.9% 6.5%

スクールバス 0.2% 0.0% 0.0% 0.7% 2.0% 0.0% 0.0%

その他 0.9% 0.4% 1.0% 0.7% 1.0% 0.6% 2.6%

新見第一 37.7%

男性 67.9%

19歳以下 1.1%

ひとり暮らし 22.4%

会社員・公務員・団体職員

等 27.4%

自動車を運転する 70.7%

いる 67.4%

新見南 22.2%

女性 32.1%

20歳代 1.7%

夫婦のみ 26.1%

自営業 18.6%

バイク（原付を含む）を運転する 1.4%

いない 32.6%

大佐

10.2%

30歳代 3.1%

二世代 31.5%

パート・アルバイト 5.6%

自動車・バイクをどちらも運転する 7.1%

神郷

7.3%

40歳代

7.1%

三世代以上

13.5%

専業主婦（夫） 4.2%

自動車・バイクはどちらも運転

しない 20.8%

哲多

11.3%

50歳代

9.6%

その他

6.5%
小中学生 0.3%

哲西

11.3%

60歳代 23.7%

高校生 0.6%

70歳代 28.9%

学生（大学・専門学校等） 0.2%

80歳以上 24.7%

その他 2.1%

無職 41.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お住まいの

中学校区

（n=1364)

性別

(n=1335)

年齢

(n=1382)

世帯構成

(n=1340)

職業等

(n=1363)

普段の運転

(n=1333)

送迎

(n=1122)
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③ 運転免許証 

【返納意向】 

 全体のうち9.2%の人が5年以内に返納する予定があると回答している。 

 神郷・哲西は他の地域に比べて5年以内に返納する予定があると回答した人の割合がやや高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【返納した場合の懸念事項】 

 どの地域も「行ける場所や移動できる時間が限られるため、諦めなければならないことがでて

くる」と回答した人の割合が高い。 

 新見第一・神郷は「公共交通が使えないが、送迎を頼める人もいないため、移動ができずに生

活が成り立たなくなる」と回答した人の割合が他地域と比較してやや高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.2%

1.1%

0.9%

0.0%

1.4%

1.9%

2.7%

8.0%

8.1%

4.4%

7.1%

15.5%

7.5%

10.0%

43.1%

40.7%

48.0%

47.5%

33.8%

45.8%

40.9%

47.6%

50.0%

46.7%

45.5%

49.3%

44.9%

46.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=978)

新見第一(n=356)

新見南(n=229)

大佐(n=99)

神郷(n=71)

哲多(n=107)

哲西(n=110)

1年以内に免許証を返納する予定である 2～5年以内には免許証を返納する予定である

5年以内ではないが、将来的に返納する予定である 免許証の返納は考えていない

52.2%

56.6%

46.6%

49.5%

56.3%

50.0%

52.8%

29.2%

31.4%

27.6%

28.0%

15.5%

34.0%

30.2%

6.1%

3.6%

9.1%

9.7%

8.5%

5.7%

3.8%

9.6%

5.6%

13.8%

9.7%

16.9%

9.4%

8.5%

2.9%

2.8%

3.0%

3.2%

2.8%

0.9%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=969)

新見第一(n=357)

新見南(n=232)

大佐(n=93)

神郷(n=71)

哲多(n=106)

哲西(n=106)

行ける場所や移動できる時間が限られるため、諦めなければならないことがでてくる

移動に路線バスやタクシーを使わなければならなくなるため、お金がかかる

公共交通が使えないので外出時の送迎を頼まなければならず、周りの人に迷惑がかかる

公共交通が使えないが、送迎を頼める人もいないため、移動できず生活が成り立たなくなる

その他
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④ 普段のおでかけ先 

  【通院先】 ※回答割合が高い順に5施設ずつ掲載、黄色い網掛けは市外の施設 

 大佐と哲西は地域内の医療機関を挙げた人の割合が最も高いが、その他の地域は新見市中心部

の医療機関を挙げた人の割合が高い。 

 大佐・神郷・哲西では、隣接する真庭市、鳥取県日南町、広島県庄原市の医療機関も回答され

ている。 

   ○全体 

 

 

 

 

 

 

 

   ○新見第一                      ○新見南 

 

 

 

 

 

 

 

   ○大佐                        ○神郷 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○哲多                        ○哲西 

 

 

  

18.5%

14.2%

13.5%

7.9%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新見中央病院

長谷川記念病院

渡辺病院

上江洲医院

太田病院

※複数回答

(n= 726)

24.9%

19.2%

17.6%

10.2%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新見中央病院

長谷川記念病院

渡辺病院

太田病院

吉田医院

※複数回答

(n= 245)

25.3%

17.3%

11.7%

9.3%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上江洲医院

新見中央病院

長谷川記念病院

渡辺病院

太田病院

※複数回答

(n=162 )

24.0%

16.7%

12.5%

9.4%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新見中央病院

長谷川記念病院

渡辺病院

上江洲医院

こだま眼科

※複数回答

(n=96 )

23.9%

19.6%

15.2%

10.9%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新見中央病院

渡辺病院

長谷川記念病院

太田病院

日南病院

※複数回答

(n=46 )

16.0%

16.0%

9.3%

8.0%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大佐診療所

金田医院

渡辺病院

落合病院

こだま眼科

※複数回答

(n=75 )

18.2%

12.5%

11.4%

9.1%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

哲西診療所

渡辺病院

瀬尾医院

長谷川記念病院

東城病院

※複数回答

(n=88 )

金田医院 
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【買い物先】 ※回答割合が高い順に5施設ずつ掲載、黄色い網掛けは市外の施設 

 大佐は地域内の商業施設を挙げた人の割合が最も高いが、その他の地域は新見市中心部の商業

施設を挙げた人の割合が高い。 

 新見南・哲西では、隣接する真庭市、広島県庄原市の商業施設も回答されている。 

   ○全体 

 

 

 

 

 

 

   ○新見第一                      ○新見南 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○大佐                        ○神郷 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○哲多                        ○哲西 

 

 

  

27.4%

27.1%

9.2%

7.7%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サンパーク新見

フレスタ新見店

新見ショッピングタウンプラザ

Aコープあしん

コスモス新見店
※複数回答

(n=587 )

34.8%

22.5%

16.7%

14.1%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フレスタ新見店

サンパーク新見

Aコープあしん

新見ショッピングタウンプラザ

まるだい中町店

※複数回答

(n=227 )

21.4%

19.0%

4.8%

4.8%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大佐ボンエース

フレスタ新見店

サンパーク新見

ザグザグ

Aコープあしん他

※複数回答

(n=42 )

44.0%

16.0%

10.0%

8.0%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フレスタ新見店

サンパーク新見

新見ショッピングタウンプラザ

ジュンテンドー新見店

Aコープあしん、コスモス新見店

※複数回答

(n=50 )

54.5%

13.6%

6.1%

4.5%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サンパーク新見

フレスタ新見店

コスモス新見店

ジュンテンドー新見店

新見ショッピングタウンプラザ、

ジュンテンドー新見店

※複数回答

(n=66 )

46.6%

17.3%

13.5%

7.5%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サンパーク新見

フレスタ新見店

コスモス新見店

マルナカ北房店

新見ショッピングタウンプラザ

※複数回答

(n=133 )

28.6%

17.5%

9.5%

6.3%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フレスタ新見店

トーエイ東城店

フレスタ東城店

新見ショッピングタウンプラザ

ザグザグ東城店、

ジュンテンドー東城店

※複数回答

(n=63 )
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⑤ 公共交通の利用頻度 

   【備北バス】 

 全体のうち12.5%の人が備北バスを利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【市営バス】 

 全体のうち8.2%の人が市営バスを利用している。 

 神郷では25.3%の人が市営バスを利用しており、年に数回程度利用する人の割合が17.6%

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.3%

2.1%

0.7%

0.0%

0.0%

2.1%

0.0%

4.7%

5.4%

3.2%

1.7%

5.5%

4.8%

6.0%

6.6%

5.6%

7.2%

2.6%

7.7%

8.9%

9.0%

87.5%

86.9%

88.9%

95.7%

86.8%

84.2%

85.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1244)

新見第一(n=466)

新見南(n=279)

大佐(n=115)

神郷(n=91)

哲多(n=146)

哲西(n=134)

週1回以上 月に１～3回程度 年に数回程度 ほとんど利用しない

0.8%

0.4%

0.7%

0.8%

1.1%

2.1%

0.0%

3.3%

2.2%

3.3%

3.4%

6.6%

0.7%

5.3%

4.2%

2.6%

3.3%

0.8%

17.6%

3.5%

6.1%

91.8%

94.7%

92.8%

94.9%

74.7%

93.7%

88.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1226)

新見第一(n=454)

新見南(n=276)

大佐(n=118)

神郷(n=91)

哲多(n=142)

哲西(n=131)

週1回以上 月に１～3回程度 年に数回程度 ほとんど利用しない
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【市街地循環バス「ら・くるっと」】 

 全体のうち11.4%が市街地循環バス「ら・くるっと」を利用している。 

 新見第一・新見南以外の中学校区についても、1～7％程度の人が利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 公共交通について、最も不便に感じる点 

【備北バス・市営バス】 

 備北バス・市営バスともに全体の運行本数が少ないと回答した人の割合が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

   【市街地循環線「ら・くるっと」】 

 全体の運行本数が少ないと回答した人の割合が最も高く、次いで利用したい時間帯の便がない

と回答した人の割合が高い。 

 

 

 

  

1.2%

2.2%

1.1%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

4.1%

7.0%

3.4%

0.0%

2.4%

2.8%

1.5%

6.0%

7.6%

9.1%

0.0%

4.7%

3.5%

2.3%

88.6%

83.2%

86.4%

99.1%

92.9%

93.6%

96.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1207)

新見第一(n=458)

新見南(n=265)

大佐(n=115)

神郷(n=85)

哲多(n=141)

哲西(n=130)

週1回以上 月に１～3回程度 年に数回程度 ほとんど利用しない

14.7%

20.0%

27.5%

28.3%

24.5%

20.0%

2.0%

6.7%

19.6%

20.0%

2.9%

1.7%
2.0%

0.0%

1.0%

0.0%

1.0%

0.0%

4.9%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

備北バス(n=102)

市営バス(n=60)

目的地へ直行できず時間がかかる 全体の運行本数が少ない 利用したい時間帯の便がない
他の交通との接続が悪い 自宅からバス停までが遠い 車両の段差が高く乗降が難しい
荷物を持って乗るのが不便 運賃が高い バスを待つ環境が整っていない
その他

26.2% 12.3% 20.0% 9.2%

1.5%

0.0% 1.5%

6.2% 23.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体の運行本数が少ない 行きたい場所に運行していない 利用したい時間帯の便がない
他の交通との接続が悪い 車両の段差が高く乗降が難しい 荷物を持って乗るのが不便
1回の乗車時間が長い バスを待つ環境が整っていない その他

市街地循環バス

「ら・くるっと」

（n=65 ）
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⑦ 公共交通を利用しない理由 

 全ての中学校区で、「自分で自家用車を運転できる」と回答した人の割合が最も高く、次いで

「移動したいときに移動できない」と回答した人の割合が高い。 

 哲多は、「自宅からバス停・駅が遠い」と回答した人の割合が他地域と比較して高い。 

 

 

 

⑧ 市営バスと市街地循環バス「ら・くるっと」の満足度（※加重平均値） 

 どちらも「運賃」の満足度が最も高く3.0を上回っており、「自分が利用したい時間帯の運行

状況」の満足度が最も低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜加重平均値＞ 

「満足」を 5 点、「やや満足」4 点、「どちらともいえない」を 3 点、「やや不満」を 2 点、「不満」を1

点とし、重みをつけて算出した平均値 

 

 

全体

(n=1006)

新見第一

(n=373)

新見南

(n=232)

大佐

(n=90)

神郷

(n=73)

哲多

(n=113)

哲西

(n=109)

行きたい場所に運行していない 16.0% 10.7% 17.7% 14.4% 20.5% 14.2% 31.2%

移動したいときに移動できない 37.7% 35.1% 34.1% 36.7% 45.2% 47.8% 43.1%

手荷物が多い 9.2% 12.1% 9.9% 4.4% 6.8% 7.1% 6.4%

運賃が高い 5.5% 7.8% 5.6% 3.3% 1.4% 5.3% 2.8%

経路や運行時刻が分からない 5.6% 6.4% 3.9% 2.2% 6.8% 7.1% 5.5%

自宅からバス停・駅が遠い 20.5% 19.8% 21.1% 13.3% 21.9% 24.8% 19.3%

車両の段差が高く乗降できない 3.8% 3.5% 3.0% 1.1% 4.1% 5.3% 4.6%

徒歩で移動できる範囲で生活できる 3.9% 7.0% 3.4% 2.2% 0.0% 0.9% 0.9%

自分で自家用車を運転できる 75.4% 75.1% 78.4% 78.9% 68.5% 74.3% 77.1%

その他 8.3% 8.0% 6.9% 11.1% 11.0% 8.8% 6.4%

2.6 
2.5 

3.2 

2.7 

3.0 

2.9 

2.7 

2.9 2.7 

2.7 

2.7 

2.7 

3.0 

3.2 

2.8 
2.7 

2.6 
3.6 

2.8 

3.1 

3.0 

2.7 

2.8 2.7 

2.8 

2.7 

2.8 

3.0 

3.2 

2.9 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

運行本数

自分が利用したい時間帯の運行状況

運賃

運行経路（行き先・経由地）

目的地までの乗車時間

始発便の時刻

最終便の時刻

自宅からバス停までの距離バス停の待合環境

バスとバスの乗継時刻

バスとJRの乗継時刻

バス停の時刻表や路線図のわかりやすさ

車両の段差など乗り降りのしやすさ

乗務員の運転・乗客への対応

総合的な満足度

市営バス 市街地循環バス「ら・くるっと」
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２．高校生アンケート調査 

（1）. 調査概要 

① 調査対象 

共生高等学校、新見高等学校（南校地・北校地）の1,2 年生 

② 配布・回収 

高校を通じて配布・回収 

③ 実施時期 

令和 3年 6月（7月2日回収締切） 

④ 調査内容 

 回答者属性（学年、性別、居住地、居住形態、普段の登下校時刻、運転免許の有無等） 

 登校時・下校時の通学方法 

 通学時の路線バスの利用状況（利用回数、乗車・降車バス停、最寄バス停までの距離等） 

 片道通学定期の利用意向 

 今後バスの運行サービスが向上した場合の利用意向 

 鉄道（JR）の利用状況（利用回数、乗車駅、最寄駅までの距離等） 

 平日、放課後の中心市街地での活動について（活動内容、頻度、活動時間、移動手段） 

 バスの運行に関する重要度・満足度 

 バス、鉄道などに関する意見・要望 

⑤ 配布数：395件 

⑥ 回収数：350件（回収率88.6％） 

⑦ 集計値の留意点・その他： 

 各項目は未回答を含めずに集計。 

 択一回答、限定複数回答設問における規定数以上の回答、対象者限定設問における対象外の

回答は無効として集計。 

 調査結果におけるパーセント表示は、小数点第2位以下を四捨五入しているため、合計値は

必ずしも100％とならない。 
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（2）. 調査結果 

① 回答者の属性 

 68.9%の人が新見地域に居住している。 

 市外から通学する人は4.4%で、居住地は高梁市、真庭市、岡山市、広島県庄原市である。 

 83.0%の人が実家から通学しており、16.9%の人が寮や賃貸・アパートから通学している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 通学方法 

 40%～50%前後の人が徒歩・自転車・自家用車による送迎を利用している。 

 20%程度の人が鉄道を利用し、10%程度の人が備北バスを利用している。市街循環バス「ら・

くるっと」及び市営バスを利用する人は4%程度である。 

 

 

 

 

 

  

48.8%

50.3%

45.6%

22.2%

13.5%

3.8%

4.1%

1.2%

0.0%

52.6%

49.8%

44.4%

23.1%

9.0%

3.9%

3.3%

1.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

自家用車で送迎

鉄道（JR）

備北バス（路線バス）

市街地循環バス「ら・くるっと」

市営バス（路線バス）

バイク（原付を含む）

その他

登校(n=342)

下校(n=333)

※複数回答

共生高等学校

22.0%

一年生

53.6%

男性

56.8%

新見

68.9%

高梁市

60.0%

実家

83.0%

新見高等学校（南校地）

44.9%

二年生

46.4%

女性

43.2%

大佐

7.3%

真庭市

13.3%

寮

14.0%

新見高等学校（北校地）

33.0%

神郷 4.1%

岡山市

13.3%

哲多

7.6%

庄原市

13.3%

賃貸・アパート

2.9%

哲西

7.6%

市外 4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校名(n=345)

学年(n=343)

性別(n=336)

居住地(n=341)

市外内訳(n=15)

居住形態(n=342)
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③ 路線バスでの通学  

  【1ヵ月間の平均利用回数】 ※通学方法として路線バスを選択した人のみ回答 

 登校時は、40.3%の人が20回以上利用すると回答しているが、下校時は26.0%である。 

 登校時・下校時ともに、5回未満及び5回以上10回未満と回答した人の割合が50%を超え

ている。 

 

 

 

  【自宅～バス停の移動手段】 ※通学方法として路線バスを選択した人のみ回答 

 登校と下校で差があるものの、徒歩で移動する人の割合が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ダイヤに関する意向】 ※通学方法として路線バスを選択した人のみ回答 

 登校時は、72.9%の人が今のままで良いと回答する一方、24.3%の人が遅いダイヤを希望して

いる。 

 下校時は、59.7%の人が今のままで良い回答しており、22.6%の人が早いダイヤを希望し、人

17.7%の人が遅いダイヤを希望している。 

 

 

 

 

 

  

33.3%

42.0%

18.1%

16.0%

4.2%

14.0%

4.2%

2.0%

40.3%

26.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登校時(n=72)

下校時(n=50)

5回未満 5回以上10回未満 10回以上15回未満 15回以上20回未満 20回以上

53.6%

14.5%

5.8%

0.0%

31.9%

76.7%

10.0%

6.7%

0.0%

13.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自家用車で送迎

自転車

バイク（原付を含む）

その他
登校(n=69)

下校(n=60)

※複数回答

72.9%

59.7%

2.9%

22.6%

24.3%

17.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登校便時刻(n=70)

下校便時刻(n=62)

今のままでよい もう少し早いほうが良い もう少し遅いほうが良い
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28.6% 71.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=217)

片道通学定期券を利用する 利用しない

【下校時間が早まった際の下校手段】 ※通学方法として路線バスを選択した人のみ回答 

 57.1%の人が家族に車で迎えに来てもらうと回答しており、割合が最も高い。 

 次いで、普段より早い便を利用すると回答した人の割合が高く、33.8%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【片道通学定期券があった場合の利用意向】 

 28.6%の人が片道通学定期券を利用すると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

【サービス改善後の利用意向】 ※現在、通学に路線バスを利用していない人のみ回答 

 29.7%の人が、運行時間が合えば利用すると回答しており、利用意向がある選択肢の中で最も

割合が高い。 

 

 

  

57.1%

33.8%

16.9%

15.6%

13.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族に車で迎えに来てもらう

普段より早い便を利用

徒歩で帰宅

自転車を利用（自転車で登校）

利用できる早い便が無いので普段利用している便を利用

その他 (n=77)

※複数回答

29.7%

7.7%

4.6%

58.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行時間が合えば利用すると思う

バス路線や停留所が近くにあれば利用すると思う

運賃が安くなれば利用すると思う

利用しないと思う (n=195)

※複数回答
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④ JRでの通学 ※通学方法として JR を選択した人のみ回答 

【1ヵ月間の平均利用回数】 

 登校時・下校時ともに、80%程度の人が20回以上利用すると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自宅～駅の移動手段】 ※通学方法として JRを選択した人のみ回答 

 42.0%の人が、自家用車での送迎によって駅まで移動すると回答している。 

 自家用車での送迎に次いで、自転車で移動する人の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 平日、放課後の中心市街地での活動 

 買物・飲食を挙げた人が最も多く、次いで趣味・娯楽や市立図書館を挙げた人が多い。1ヵ月

あたりの活動日数は趣味・娯楽が他の活動と比べてやや多い。 

 1回の平均活動時間は、アルバイトが最も長い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均活動時間、平均活動日数は、回答された時間や日数をいくつかの階層に分け、スコア化して算出した加

重平均値を使用。 

3.9%

6.4%

6.6%

6.4%

2.6%

5.3%

5.1%

84.2%

79.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登校時(n=76)

下校時(n=78)

5回未満 5回以上10回未満 10回以上15回未満 15回以上20回未満 20回以上

42.0%

38.3%

29.6%

1.2%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車で送迎

自転車

徒歩

バイク（原付を含む）

その他 (n=81)

※複数回答

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0

買物・

飲食

趣味・

娯楽

市立

図書館

アルバイト

習い事

その他

学習塾

1ヵ月あたりの平均活動日数

10日 26日

4h

1

回
の
平
均
活
動
時
間

8h

100人

50人

10人

回答者数の目安

どの活動も行わない人：125人
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⑥ 保護者による送迎 

【送迎の有無】 

 80.9％の人が送迎することがあると回答している。 

 

 

 

 

 

 

【主な送迎先】 

 学校または学校近辺まで送迎する人の割合が最も高く、80%程度の人が回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1ヵ月間の送迎回数】 

 登校時・下校時ともに、30%以上の人が20回以上送迎している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【送迎の負担感】 

 60%程度の人が、送迎を負担に感じている。 

 

  

80.9% 19.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=299)

送迎することがある 送迎することはない

40.0%

38.5%

17.7%

17.6%

5.1%

7.3%

3.7%

2.9%

33.5%

33.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登校時(n=215)

下校時(n=205)

5回未満 5回以上10回未満 10回以上15回未満 15回以上20回未満 20回以上

81.6%

13.9%

2.7%

3.1%

77.9%

16.8%

3.1%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校または学校近辺

駅

バス停留所

その他

登校(ｎ=223)

下校(ｎ=226)

※複数回答

13.3% 45.5% 41.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=233)

感じる ときどき感じる 感じない
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３．大学生アンケート調査 

（1）. 調査概要 

① 調査対象 

新見公立大学の1,２年生 

② 配布・回収 

大学を通じて配布・回収 

③ 実施時期 

令和 3年 6月 （7月2日回収締切） 

④ 調査内容 

 回答者属性（学年、性別、居住地、居住形態、普段の登下校時刻、運転免許の有無等） 

 登校時・下校時の通学方法 

 通学時の路線バスの利用状況（利用回数、乗車・降車バス停、最寄バス停までの距離等） 

 片道通学定期の利用意向 

 今後バスの運行サービスが向上した場合の利用意向 

 鉄道（JR）の利用状況（利用回数、乗車駅、最寄駅までの距離等） 

 平日、放課後の中心市街地での活動について（活動内容、頻度、活動時間、移動手段） 

 バスの運行に関する重要度・満足度 

 バス、鉄道などに関する意見・要望 

⑤ 配布数：390件 

⑥ 回収数：296件（回収率75.9％） 

⑦ 集計値の留意点・その他： 

 各項目は未回答を含めずに集計。 

 択一回答、限定複数回答設問における規定数以上の回答、対象者限定設問における対象外の

回答は無効として集計。 

 調査結果におけるパーセント表示は、小数点第 2 位以下を四捨五入しているため、合計値は

必ずしも100％とならない。 
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（2）. 調査結果 

① 回答者の属性 

 回答者の89.0%が女性である。 

 87.4%が新見地域に居住しており、市外から通学する人は10.9%である。 

 30%程度の人が自動車やバイクの運転免許を持っている。 

 5%程度の人が自分が自由に使える車やバイクを持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 登下校手段 

 83%程度の人が徒歩で通学すると回答しており、割合が最も高い。次いで自転車で通学する

と回答した人の割合が高い。 

 10%程度の人が、市街地循環バス「ら・くるっと」や鉄道を利用すると回答している。 

 備北バスや市営バスを利用する人は、1%程度である。 

 

 

 

 

 

  

83.1%

68.2%

1.0%

1.7%

1.0%

0.7%

14.5%

10.8%

3.0%

1.0%

83.4%

68.6%

1.0%

1.7%

1.0%

0.3%

11.1%

10.8%

3.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

バイク（原付を含む）

自分で運転する車

備北バス（路線バス）

市営バス（路線バス）

市街地循環バス「ら・くるっと」

鉄道（JR）

自家用車で送迎

その他

登校(n=296)

下校(n=296)

※複数回答

一年生

49.8%

男性

11.0%

新見

87.4%

岡山市

35.5%

貸家・アパート

86.5%

自動車免許あり

26.3%

あなたが自由に使える自家用車あり 3.4%

二年生

50.2%

女性

89.0%

大佐 0.3%

倉敷市

22.6%

バイク(原付含む)免許あり 3.4%

あなたが自由に使えるバイクあり 1.4%

高梁市

22.6%

下宿 1.0%

なし

70.3%

なし

95.2%

哲多 1.0%

総社市

9.7%

実家

12.5%

哲西 0.3%

赤磐市 3.2%

市外

10.9%

浅口市 3.2%

真庭市 3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学年(n=295)

性別(n=292)

居住地(n=293)

市外の居住地(n=31)

居住形態(n=296)

運転免許証の保有(n=293)

自動車等の保有(n=294)
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③ 路線バスでの通学 

  【1ヵ月間の平均利用回数】 ※通学方法として路線バスを選択した人のみ回答 

 登校時・下校時ともに、50%以上の人が5回未満と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【自宅～バス停の移動手段】 ※通学方法として路線バスを選択した人のみ回答 

 72.5%の人が徒歩でバス停まで移動すると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ダイヤに関する意向】 ※通学方法として路線バスを選択した人のみ回答 

 登校時は、72.7%の人が今のままで良いと回答する一方、22.7%の人が早いダイヤを希望し

ている。 

 下校時は、63.2%の人が今のままで良いと回答しており、34.2%の人が遅いダイヤを希望し

ている。 

 

 

 

 

  

62.8%

51.2%

18.6%

14.6%

9.3%

7.3%

4.7%

2.4%

4.7%

24.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登校時(n=43)

下校時(n=41)

5回未満 5回以上10回未満 10回以上15回未満 15回以上20回未満 20回以上

72.5%

5.0%

0.0%

0.0%

5.0%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自転車

バイク（原付を含む）

自分で運転する車

自家用車で送迎

その他 (n=40)

※複数回答

72.7%

63.2%

22.7%

2.6%

4.5%

34.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登校便時刻(n=44)

下校便時刻(n=38)

今のままでよい もう少し早いほうが良い もう少し遅いほうが良い
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【下校時間が早まった際の下校手段】※通学方法として路線バスを選択した人のみ回答 

 徒歩や自転車など、公共交通以外の手段を選択肢する割合が高い。 

 25.0%の人が普段より早い便を利用すると回答しており、18.2%の人が普段利用している便を

利用すると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【片道定期券があった場合の利用意向】 

 13.3%の人が、片道定期券があったら利用すると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サービス改善後の利用意向】 ※現在、通学に路線バスを利用していない人のみ回答 

 30.0%の人が、運行時間が合えば利用すると回答しており、利用意向がある選択肢の中で最も

割合が高い。 

 

 

 

 

 

  

25.0%

18.2%

54.5%

47.7%

4.5%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普段より早い便を利用

利用できる早い便が無いので普段利用している便を利用

自転車を利用

徒歩で帰宅

家族に車で迎えに来てもらう

その他 (n=44)

※複数回答

13.3% 86.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=233)

利用する 利用しない

9.1%

30.0%

3.0%

58.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス路線や停留所が近くにあれば利用すると思う

運行時間が合えば利用すると思う

運賃が安くなれば利用すると思う

利用しないと思う (n=230)

※複数回答
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④ JRでの通学  

【1ヵ月間の平均利用回数】 ※通学方法としてJRを選択した人のみ回答 

 登校時・下校時ともに、90%以上の人が20回以上利用すると回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

【自宅～駅の移動手段】 ※通学方法として JRを選択した人のみ回答 

 57.6%の人が自転車で駅まで移動すると回答しており、割合が最も高い。 

 次いで、徒歩、自家用車による送迎を利用する人の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 平日、放課後の中心市街地での活動 

 買物・飲食を挙げた人が最も多く、次いで趣味・娯楽を挙げた人が多い。これらは、1ヵ月あた

りの活動日数も他の活動と比べて多い。 

 1回の平均活動時間は、趣味・娯楽が最も長い。次いで、アルバイトや市立図書館の利用が長い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※縦軸の平均活動時間、横軸の平均活動日数は、回答された時間や日数をいくつかの階層に分け、スコア化し

て算出した加重平均値を使用。 

9.4%

6.5%

90.6%

93.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登校時(n=32)

下校時(n=31)

5回未満 5回以上10回未満 10回以上15回未満 15回以上20回未満 20回以上

57.6%

36.4%

27.3%

3.0%

0.0%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車

徒歩

自家用車で送迎

バイク（原付を含む）

自分で運転する車

その他 (n=33)

※複数回答

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0

買物・

飲食

趣味・

娯楽

市立図書館

アルバイト

その他

1ヵ月あたりの平均活動日数

10日 26日

4h

1

回
の
平
均
活
動
時
間

8h

100人

50人

10人

回答者数の目安

どの活動も行わない人：28人
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⑥ バスの満足度（※加重平均値） 

 「料金」の満足度が最も高く4.1となっている。 

 「運行本数」、「運行のダイヤ」、「最終便の時間」の満足度が、他の項目と比べて低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 2.5

4.1

3.5

3.6

3.2

2.7

3.7

3.3

3.2

3.3

3.3

3.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

運行本数

運行のダイヤ

料金

運行経路（行き先・経由地）

目的地までの乗車時間

始発便の時間

最終便の時間自宅からバス停までの距離

バスとバスの乗り換え

バスとJRとの乗り換え

バス停の時刻表や路線図のわかりやすさ

バス車両の段差などバリアフリー対応

総合的な満足度


